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材料部会セッション 
ハイエントロピー合金の材料科学と原子力材料としての可能性 

High Entropy Alloys and its Possibility for Nuclear Materials 

ハイエントロピー合金の照射損傷：元素と格子欠陥の多様性と不均一性 

Irradiation damage in High Entropy Alloys : Multiplicity and heterogenety in elements and lattice defects 
＊永瀬丈嗣 1 

1兵庫県立大学  
 
 ハイエントロピー合金とは、一般に 5 成分以上の構成元素からなる多成分固溶体合金と認識されている。

ハイエントロピー合金の大きな特徴として、（1）元素の多様性と様々な階層における不均一性を特徴とする

材料であること、（2）原子配置の多様性と不均一性だけではなく格子欠陥にも多様性と不均一性が生じると

考えられること、（3）超多成分化することによってエントロピー項が相安定性に大きな影響を及ぼし固溶体

相が安定化すること、（4）金属間化合物や金属ガラスと異なり基本的に延性を持つ構造材料であること、（5）
多成分の相互作用によって、カクテル効果ともいうべき特殊な効果が期待できること、などがあげられる。 
 ハイエントロピー合金を、照射損傷と原子力材料の観点からみた場合、（A）延性材料である、（B）超耐熱

合金としてのハイエントロピー合金が開発されており、これらの材料は耐照射損傷に優れた材料であること

が提案されている、（3）格子欠陥の多様性と不均一性やカクテル効果に基づくハイエントロピー合金特有の

新たな耐照射損傷が存在する可能性があること、などの点で、ハイエントロピー合金の照射損傷および原子

力材料としての可能性の研究は、新たなフロンティア・新たな学術領域を切り開く研究であると言える。 
本発表では、ハイエントロピー合金の創成期において、ハイエントロピー合金の照射損傷・原子力材料と

しての可能性はどのように考えられていたか、大阪大学超高圧電子顕微鏡センターの超高圧電子顕微鏡 H-
3000 を用いて行われたハイエントロピーの照射損傷に関する研究を中心に、「元素と格子欠陥の多様性と不

均一性」の観点からハイエントロピー合金の照射損傷について報告する。 
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